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一
人
一
人
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
映
画
の
上
映
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

一
匹
の
犬
と
少
女
の
10
年
間
を
描
い
た
愛
と
絆

き
ず
なの

感

動
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
〜
４
時
15
分

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場　

所　

西
文
化
会
館
ウ
エ
ス
テ
ィ

定　

員　

400
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※ 　

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
代
表
者
あ
て
に
入

場
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。
ご
来
場
の
際
に
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　

入
場
無
料

※ 　

日
本
語
字
幕
付
き
。
副
音
声
ガ
イ
ド
が
必
要
な
方

は
、
当
日
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
み

　

12
月
８
日（
木
）
ま
で
に
、
電
話
、
℻
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
で
、「
京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
」

（
年
中
無
休
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○　

 

☎
661
･
3
7
5
5（
午
前
８
時
〜
午
後
９
時
）

○　

℻
661
･
5
8
5
5

※ 　

℻
の
場
合
は
、「
映
画
上
映
会
参
加
」
と
明
記
の

う
え
、
代
表
者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
・
℻
番
号
及
び
代
表
者
以
外
の
全
員

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

 

　

「
京
都
い
つ
で
も
コ
ー

　

ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

区
役
所
ま
ち
づ
く

　
　
　
　

り
推
進
課

（
☎
381
･
7
1
9
7
）

※ 　

同
課
で
の
申
込
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
　
　

(

中
学
生
以
下
は
無
料)

申
込
み
・
問
合
せ

　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
参
加
人
数（
５
名
ま
で
）を

明
記
の
う
え
、

〒
610-

１
１
２
３

西
京
区
大
原
野
上
里
南
ノ
町
18

大
原
野
中
学
校

（
☎
333
・
３
２
０
７
）へ
。

　

12
月
２
日（
金
）必
着
。

◆
基
本
計
画
策
定
特
別
表
彰

27
名

◆ 

大
学
の
ま
ち
京
都
・
学
生
の
ま

ち
京
都
推
進
特
別
表
彰

１
名
、
４
団
体

　

京
都
市
で
は
、
毎
年
10
月
15
日

を
「
自
治
記
念
日
」
と
し
て
、
式

典
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
会
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
市
政
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
、
門
川
市
長
か
ら

表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

西
京
区
関
係
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
た
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
篤
志
者
表
彰　
　
　
　
　

３
名

◆
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
名

◆ 

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

表
彰

70
名
、
39
団
体

◆ 

地
域
の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
特
別
表
彰　
　

１
団
体

◆「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」特
別
表
彰

６
名
、
１
団
体

　

今
月
は
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
中
心
部
に
位
置
し
、
洛
西
支
所

や
ラ
ク
セ
ー
ヌ
な
ど
が
立
地
す
る

境
谷
学
区
を
紹
介
し
ま
す
。















　

境
谷
学
区
は
、
昭
和
55
年
に
新

林
学
区
か
ら
分
離
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
30
年
以
上
の
歳
月
を
経

て
、
イ
チ
ョ
ウ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
の

街
路
樹
も
大
き
く
成
長
し
、
緑
豊

か
な
住
環
境
の
形
成
に
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
学
区
で
は
、
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
防
犯
の
勉
強
会
や
地
域
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
行
う
「
防
犯
推
進

委
員
会
」
に
加
え
、
一
昨
年
度
に

は
「
安
全
推
進
会
」
を
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
登
下

校
時
の
子
ど
も
の
見
守
り
を
行
う

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と
、
痴
漢

な
ど
の
犯
罪
防
止
の
た
め
巡
回
す

る
「
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
街
灯
の
球

切
れ
や
放
置
自
転
車
な
ど
を
確
認

し
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
も
行
わ

れ
る
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
５
月
に
は
、
住

民
の
大
切
な
命
を
救
え
る
よ
う
、

境
谷
会
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
さ

れ
、
定
期
的
に
講
習
会
を
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
運
動
会
な
ど
の
行

事
へ
の
貸
出
し
も
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
８
月
に
は
、
地
域
全
体
で

環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
行
う

「
エ
コ
学
区
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
な

ど
、
一
過
性
で
は
な
く
、
継
続
し

て
行
え
る
取
組
を
さ
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

　

平
尾
泰
文
自
治
連
合
会
会
長

は
、
「
地
域
の
防
犯
、
見
守
り
活

動
を
続
け
て
き
た
結
果
、
犯
罪
の

発
生
率
は
減
少
し
て
き
た
。
今
年

は
、
万
一
の
事
態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
非
常
用
の
発

電
機
の
購
入
な
ど
を
行
っ
た
。
住

民
一
人
一
人
が
地
域
の
活
動
に
参

加
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
が
、
こ
う
し
た
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
継
続
さ
せ
る
原
動
力

と
な
る
。
今
後
も
、
地
域
の
た
め

に
積
極
的
に
行
動
す
る
方
を
増
や

し
て
い
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
た
い
。
」
と
熱
心
に

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

年
末
特
別
警
戒
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

（
街
頭
犯
罪
抑
止
、
金
融
機
関
巡
回
等
）

12
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

＜境谷学区＞
⑧

2,516
6,296

（平成23年10月1日現在）

　暖房器具の間違った使い方などが、火災の原

因になることがあります。

　電気ストーブを付けたまま寝てしまい、布団

に触れて出火した事例も発生しています。就寝

や外出の前には、必ず電源スイッチを切り、コ

ンセントからプラグを抜きましょう。

　また、火災を早く発見するため、住宅用火災
警報器を設置されていないご家庭は早急に設
置してください。

■火災を防ぐポイント
<暖房器具を使用するとき>

○　カーテンなど燃えやすい物の近くで使わない

○　暖房器具の上で洗濯物を干さない

○　外出や就寝の前には必ず火を消す

<石油ストーブに給油するとき>

○　必ず火を消してから行う

○ 　給油した後、タンクのふたが確実に閉まっ

ているか確認する

暖房器具は安全に使用しましょう！

見 守 り 隊

境谷エコ学区推進協議会

Ｑ 　骨髄移植を必要とされている
患者さんは、どのくらいおられ
ますか？
Ａ 　日本では毎年2,000人以上の
方が骨髄移植を必要とされてい

ます。そのうち約４割の方は、

実際に移植を受けることができ

ません。

　 　あなたの登録が、患者さんを

救う大きな希望につながりま

す。ぜひご協力をお願いします。

骨髄移殖推進財団イメージキャラクター
「コッコ」と「ズーズ」

問合せ
　保健センター健康づくり推進課

（☎392･5690）

　支 所 健 康 づ く り 推 進 室

（☎332･8140）

骨髄バンク推進月間
～骨髄バンクQ&A その 3～

10月は

　市立芸大の学生の皆さんが地域の方とふれあい

ながら、緑豊かな自然環境や美しい景観、地域に

暮らす人々の姿などを描いた壁新聞を制作されま

した。

　個性豊かなイラストで、桂川学区と大原野地域

の魅力が表現されています。ぜひご覧ください。

日時・場所
　区役所
　　12 月 12 日（月）～平成 24 年１月６日（金）

　支　所
　　平成 24 年１月 16 日（月）～１月 24 日（火）

　いずれも１階ロビーで、午前８時 30 分から午

後５時まで。

問合せ
　区役所まちづくり推進課（☎ 381･7197）

　支所まちづくり推進課（☎ 332･9318）

「人権月間　小・中学生合同作品展」
を開催

　区内の小・中学生による、人権をテーマに

した絵画、習字の作品を展示します。

　ぜひ足を運んでください。

日　時　11 月 28 日（月）～ 12 月９日（金）

　　　　午前８時 30 分～午後５時

場　所　区役所・支所１階ロビー

問合せ

　区役所まちづくり推進課（☎ 381･7197）

　支所まちづくり推進課（☎ 332･9318）

　

市
立
芸
大
音
楽
学
部
講
師
、

北
村
敏
則
氏
と
、
卒
業
生
の
皆

さ
ん
に
よ
る
『
冬
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
』
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

場　

所　

大
原
野
中
学
校

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

　
　
　
　

ル

定　

員　

 

150
名（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

600
円

　

10
月
７
日
に
西
京
区
役
所
で
、

ま
た
10
月
26
日
に
は
洛
西
支
所

で
、
各
学
区
・
地
域
の
自
治
連
合

会
役
員
の
方
々
と
、
区
長
、
担
当

区
長
並
び
に
行
政
関
係
者
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
各
自
治
連
合
会
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
を
、
区
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

懇
談
会
で
は
、
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
、
道
路
・
河
川
の
整
備

な
ど
、
様
々
な
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
役
所
・
支
所
で
は
、
新
た
な

「
西
京
区
基
本
計
画
」
の
下
、
区

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

10
月
23
日
に
、
西
京
区
民
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
桂
川
地

域
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
区
内
17

の
す
べ
て
の
学
区
・
地
域
の
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
、

11
月
20
日
に
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア

リ
ー
ナ（
市
体
育
館
）で
行
わ
れ
る

【
短
歌
】

　

青
空
に　

ま
ば
ゆ
き
シ
ー
ツ　

干
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　

つ
つ
が
な
き
身
を　

今
日
も
よ
ろ
こ
ぶ

中
村
キ
ヌ
子
さ
ん（
桂
東
学
区
）

<

先
生
の
コ
メ
ン
ト>

　

シ
ー
ツ
を
干
す
の
に
は
体
力
が
必
要
。
青
空
へ
高
々
と
干
し
上
げ
る

こ
と
で
、
日
々
健
や
か
に
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
喜
び
が
あ

ふ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

【
俳
句
】

　

吊
皮
に　

夜
長
の
黙も
だ

の　

ひ
と
つ
づ
つ

重
田
昭
子
さ
ん（
桂
坂
学
区
）

<

先
生
の
コ
メ
ン
ト>

　

秋
の
夜
、
黙
っ
て
吊
皮
に
つ
か
ま
る
姿
に
哀
愁
が
に
じ
み
出
た
、
秋

な
ら
で
は
の
一
句
で
す
ね
。

　災害後、地域を再建するためには何が必要なのか考えてみません

か。多くの方のご参加をお待ちしています。

日　時　12月１日(木)　午後２時～４時30分
場　所　西文化会館ウエスティ
講　師　関西学院大学総合政策学部教授　室﨑益輝氏
パネラー
　仙台市宮城野区社会福祉協議会主任　　　春由美氏

　西京区桂川学区民生児童委員協議会会長　大塚良弘氏

定　員　先着120名
※　当日、直接会場へお越しください。

参加費　無料
※ 　手話通訳、要約筆記が必要な方は、11月24日(木）までにご連絡

ください。

問合せ　区役所支援保護課(☎381･7665)
　　　　支所支援保護課(☎332･9195)

　　　　区社会福祉協議会(☎394･5711) 

区環境パートナーシップ事業

「西京 魅力 探訪」作品展
区環境パートナーシップ事業

「西京 魅力 探訪」作品展

©2008「犬と私の 10の約束」フィルムパートナーズ

自
治
記
念
式
典
を
開
催

自
治
記
念
式
典
を
開
催

自
治
記
念
式
典
を
開
催

西
京
区
長
懇
談
会

洛
西
担
当
区
長
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

「災害からの復興に向けた地域力の向上」
～シンポジウムを開催～

区
民
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
西
京
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業

　
短
歌
・
俳
句
教
室
作
品
紹
介

　

市
立
芸
大
声
楽
専
攻
生
に
よ
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
美
し
い
歌
声
を
聴
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

 

11
月
23
日（
水
・
祝
）　

午
後
２
時
〜
４
時

場　

所　

 

西
文
化
会
館
ウ
エ
ス

テ
ィ

定　

員　

先
着
448
名

※ 　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

西
文
化
会
館
ウ
エ
ス

テ
ィ

 

（
☎
394
・
２
０
０
５
）

　

９
月
23
日
に
大
原
野
中
学
校

で
、
区
内
の
８
校
か
ら
240
名
の
小

学
生
が
参
加
し
、
ふ
れ
あ
い
子
ど

も
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

手
に
汗
を
握
る
熱
戦
の
連
続

で
、
会
場
は
終
始
歓
声
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

【
優
勝
】

５
年
生
男
子
の
部

　

大
原
野
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

５
年
生
女
子
の
部

　

境
谷
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

４
年
生
男
子
の
部

　

大
原
野
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

４
年
生
女
子
の
部

　

大
原
野
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

京
都
市
の
大
会
に
、
西
京
区
代
表

と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

川
岡
体
育
振
興
会

準
優
勝　

桂
東
体
育
振
興
会

第
三
位　

川
岡
東
体
育
振
興
会

第
三
位　

松
陽
体
育
振
興
会

12
月
は
人
権
月
間
で
す

映画上映会「 」

竹
取
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
子
ど
も
相
撲
大
会

ウ
エ
ス
テ
ィ

　

音お
と
ご
よ
み暦〜

晩
秋
〜

西文化会館ウエスティ

千代原口（73系統）

千代原口
（29,69系統）

平和台町
（73系統）

バス

バス

バス

国
道
９
号

千代原口

上
下
水
道
局
西
京
区
役
所

昨年度の「西京魅力探訪」


